
①学習の目標

【関】

【思】

【資】

【知】
（４）知識・理解

教科書・資料集などを活用して、興味をもった事柄について、調べることができ
るか。

（３）資料活用の
     技能・表現

歴史を学ぶことを通して、現代社会の諸事象の歴史的原因等を知り、考えるこ
とができるか。

授業の内容を理解し、世界史の基礎的な知識を身につけることができたか。

③学習に当たっての留意点
（１）歴史は、興味深いものであると同時に正しい歴史観が社会を見る目を養い、現代社会の諸問題の
   解決に重要な意味を持つことは言うまでもない。こうした正しい歴史理解に加えて、本校においての
   世界史は、多くの生徒にとってセンター試験の必須受験科目であるという現実は無視することができ
   ない。
（２）本校の教育課程では、２年生か３年生で必ず世界史を選択させ、世界史を選択しない学年では
     日本史または地理を選択させることになっているが、各科目の授業内容の構成上、受験での使
     用科目は２年生で選択した科目となる。

（３）本校では、センター試験、さらに一部の大学の個別試験に対応するために、教科書の内容を再編
   集しながら授業を行う。実際に、２年生の４単位では受験に対応するためには内容的に不十分なた
   め、２年生では近世までの世界史を中心に学習する。

④評価の観点
（１）関心・意欲・態度

（２）思考・判断

歴史に対しての興味・関心を持ち、歴史学さらに社会科学の方法論を身につ
けることができたか。

教 科 書 世界史Ｂ(東京書籍) 副 教 材 等 グローバルワイド最新世界史図表(第一学習社)

②学習内容と授業の進め方
オリエンテーション
　歴史の中でのいくつかの題材を選び、歴史への興味付けを行う。
序　章　先史の世界
第１章　オリエントと地中海世界
第２章　アジア・アメリカの古代文明
第３章　東アジア世界の形成と発展
第４章　内陸アジア世界の変遷
第７章　諸地域世界の交流
第５章　イスラーム世界の形成と発展
第６章　ヨーロッパ世界の形成と発展
第８章　アジア諸地域の繁栄
第９章　近代ヨーロッパの成立
第１０章　ヨーロッパ主権国家体制の展開
　各項目を解説する中で、正しい歴史観を持たせる。知識を身に付け、歴史の見方を養う。

（１）人間の尊重と科学的な探求の精神にもとづき、広い視野を持って歴史とそこに存在している人間
　　についての理解を深める。
（２）混迷を深める国際社会を生きぬくための世界観を提示し、自主的・意欲的な学習に結びつける。

地理歴史・公民科
教 科 名 地理・歴史科 科 目 名 世界史Ｂ

単 位 数 ４単位 履 修 形 態 選択

（１）歴史に対しての興味・関心を深め、基本的な歴史用語を理解する。
（２）歴史の学習を通して現代社会についての理解を深め、歴史の方法論を
　　学ぶ。

履修学年 ２年 類型 文系・理系共通

科目の目標
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評価の方法など（観点項目を記入）
⑥授業計画

単元名 具体的な学習内容

・中国史における周辺民族のについ
ての知識。【知】
・地理的な位置が理解できたか。
【知】
・地域の結びつきの概念について興
味がもてたか。【関・思】
後期中間考査

インドの古文明
東南アジアの諸文明
中国の古典文明
北方民族の活動と中国の分裂
東アジア文化圏の形成
東アジア諸地域の自立化

・歴史の学習の導入として学習方法
がわかったか。【知・資】
・基本的な歴史用語が理解できた
か。【知】
・導入で歴史に対しての興味がもて
たか。【関】

・各地域の古代文明の違いの理解。
・中国史の展開が理解できたか。
【知】
・風土の違いに気づき興味がもてた
か。【関・思】
前期中間考査

・ヨーロッパの発展の経緯について
の基本的な知識。【知】
・この時期の基本的な歴史用語が理
解できたか。【知】
・ヨーロッパの世界各地に対する関
わりを考えることができたか。【関・
思】
後期期末考査

・経済活動を中心にしてのヨーロッパ
の発展についての知識。【知】
・この時期の基本的な歴史用語が理
解できたか。【知】
・ヨーロッパ諸国の状況を世界各地
とのつながりの上で考えることができ
たか。【関・思】

第１０章
　ヨーロッパ主権
国家体制の展開

・イスラーム歴史の流れ、基本的な
歴史用語についての知識。【知】
・諸文明、宗教の違いを正しく理解で
きたか。【知】
・イスラーム世界について関心が持
てたか。【関・思】

第８章
アジア諸地域の
繁栄

東アジア・東南アジア世界の動向
清代の中国と隣接諸地域
トルコ・イラン世界の展開
ムガル帝国の興隆と衰退

・アジアの大帝国の成立の状況につ
いての知識【知】
・この時期の基本的な歴史用語が理
解できたか【知】
・アジアに対してのその後のヨーロッ
パの関わりに対しての興味がもてた
か【関・思】

・ヨーロッパの歴史の流れ、基本的
な歴史用語についての知識【知】
・ヨーロッパの文明、宗教や文化の
特質を正しく理解できたか【知】
・ローマ帝国滅亡後のヨーロッパの
歴史に関心が持てたか【関・思】
後期中間考査

ヨーロッパ世界の拡大
南北アメリカ文明
ルネサンス
宗教改革
主権国家体制の形成

第９章
　近代ヨーロッパ
の成立

重商主義と啓蒙専制主義
ヨーロッパ諸国の海外進出
１７～１８世紀のヨーロッパ文化

第４章
  内陸アジア世
界の変遷
第７章
  諸地域世界の
交流

第５章
　イスラーム世
界の形成と発展

イスラーム帝国の成立
イスラーム世界の発展
インド・東南アジア・アフリカのイスラーム化
イスラーム文明の発展

オリエンテーション
序章
  先史の世界
第１章
  オリエントと地
中海世界

歴史と現代の関わり、歴史への興味付け
考古学と歴史学
人類の発生と進化
古代オリエント世界
ギリシア世界
ローマ世界

遊牧民とオアシス民の活動
トルコ化とイスラーム化の進展
モンゴル民族の発展
陸と海のネットワーク
海の道の発展

第６章
　ヨーロッパ世界
の形成と発展

西ヨーロッパ世界の成立
東ヨーロッパ世界の成立
西ヨーロッパ中世世界の変容
西ヨーロッパの中世文化

第２章
  アジア・アフリ
カの古代文明
第３章
  東アジア世界
の形成と発展

⑤評価の方法
下位目標：教科書に加えて授業の内容を理解し、センター試験レベルの知識を身に付ける。
中位目標：歴史に対しての興味・関心を持ち、関連する現代社会の諸事象への理解を深める。
上位目標：歴史を学ぶことを通して、歴史学さらに社会科学の方法論を身に付ける。
　以上の目標について、どの段階まで達成できたかを、定期考査中心に、授業中の観察を加味して総合
的に評価していく。
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